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本調査は，北海道女子短期大学創立30周年を記念して，平成5年度短大新入生約1,200名を
対象として実施したものである。
調査にあたって，調査内容を 「社会に対する意識調査」を中心テーマに据え，社会に対する
意識の高さ，又社会的な観点から学生が様々な情報をいかにして入手しているのか。
そして，それ等を自らの行動といかに結びつけているのか等を探ったものである。
以上の諸点について，更に地域別（出身地域…札幌市周辺とそれ以外），所属学科別の意識
の違い等のクロス集計分析を試みた。
いずれにしろ，調査対象となった新1年生は，調査時点では，入学して間もないので意識の
底では，まだまだ高校時のままと考えられる。 従って，その分析結果もそう した立場から解釈
すべき点が多く見られるであろう。
1.調査概要
(1）調査目的
本学入学生の意識 ・実態等に関する総合的調査研究。
(2）調査対象
平成5年度北海道女子短期大学の l年生として入学した学生全数。（留学生と専攻科学生を
除く）
(3）調査期間
平成5年4月8日一10日の3日間。
(4）調査方法
①アンケート調査票の教員による直接配布と回収。
②自記式，記名式調査票。
湾問：北海道女子短大1993年入学者の社会に対する意識調査
調査項目
社会に対する意識調査
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(5) 
（情報の接触状況等）
2.標本特性
標本特性
学科 サンプル数 % 出身地 域 サンプル数 % 
服美 360 29.8 
1.札幌市地域※ 559 46.3 
工芸 118 9.8 
保体 365 30.2 
2.上記以外の地域 648 53.7 
初等 156 12.9 
経情 209 17.3 合計 1,207 100.0 
・ー・－ －－－－ ・－－・.・，・ー・．・・ ・ー・・，ー．．・・・－・・，..・..
合計 1 208 100.0 （無効票） ( 1 ) 
表1学科別構成
表lの通り服飾美術
(2) 
科，保健体育科所属学
出身地域別構成
表1の通り出身地域
生が全体の各々約3割
を占めている。
(1) 
は札幌市地域以外の学
※札幌市地域（札幌市内，江別市，南幌町，岩見沢市，当別町，広島町，石狩
町，小樽市）
生が過半数を占めてい
る。
果結査調I 
1.社会情報の入手方法
どんな方法を利用するかを聞いた所，調査対象に対して，社会の動きを知ろうとした場合，
全体では， 「テレビJが76.0%，次に 「新聞」が21.0%でこの 2つを合わせると 9割を占めて
テレビメディアがいることがわかる。 中でも 「テレビ」 は76.0%と圧倒的位置を占めており，
調査対象者に強い影響力を持っていることがうかがわれる結果であった。
これらを地域別にみても大きな差異は認められないが学科別にみると保健体育科と経営情報
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学科では，「テレビ」 80.0%，「新聞」 16-18%の比率となっており，他の学科と若干の違いが
見いだされる。（図1参照）
2.新聞情報の利用状況
(1）新聞講読の有無
調査対象に対して，家族単位の場合も含めた新聞購読の有無を聞くと，全体では63.0%が購
読していることがわかった。地域別に見ると「札幌市地域以外の地域」では48.0%が購読して
いるに過ぎず残りの過半数の52.0%は購読していないと答えている。
この理由は，札幌市地域以外の学生の多くは，下宿，寮，アパート等の一人暮らしを始めた
ばかりで新聞購読申し込み等の余裕がない事が推定される。（図2参照）
図2 新聞購読の有無 （単位 ．%）
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(2）新聞記事の注目分野
新聞購読者に対して新聞記事のどの分野を一番良く読むかについてみると，全体では「テレ
ビ・ラジオ番組紹介欄Jが過半数の52.0%を占めている。次いで「趣味 ・家庭」の欄20%，「文
化・教養J7 %の順となっている。
これは，地域別に見てもほとんど差はない。学科別にみると特徴的な差異が見られる。すな
わち，保健体育科の学生は， スポーツ番組の注目度が高く全体平均20%なのに対して33.0%に
なっている。（図3参照）
3.テレビ情報の利用状況
(1) テレビの視聴頻度
テレビの視聴頻度について見ると，全体では 「ほとんど毎日」84.0%，「一週間に2～ 3回」
9.0%，「一週間に一回程度」 1.9%の順となっている。文， 「全く見ない」と回答した学生も 4%
存在していることがわかる。これは，一人暮らしを始めた学生がまだ「テレビ」を備えていな
い等の事情が反映していると思われ，それは地域別に 「札幌市地域以外の地域」の学生にその
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図3 新聞記事の注目分野（単位：%）
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比率が高いことからも推定し得る。 いずれにしろ，全体ではほとんど毎日テレビを見るという
高い視聴頻度が圧倒的多数を占めている結果であった。（図4参照）
(2) テレビの視聴時間帯
テレビを見ている時間帯（ピデオ録画も含む）についてみると，全体では，「21: 00-22 : 00」
が第1位で38.0%，ついで 「1s:00-19: oJが第2位で20.0%，第3位に 「20: 00-21 : 00」
19. 0%がつづいている。これらを見ると一日の中でも夜の8時頃から10時までいわゆるゴーjレ
デンタイムに全体の57.0%が集中していることがわかる。
地域別にみても大きな差はなくゴー ルデンタイムに地域差はないようである。また，ピデオ
録画による視聴時間のズレも大きな影響がみられないことも特徴となろう。（図5参照）
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図5 テレビの視聴時間帯（単位：%）
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(3) テレビの視聴分野
最も良く見る番組等の視聴分野について聞いてみると，全体では 「娯楽（芸能）Jが64.0% 
を占め，他より圧倒的に高い比率であり，他の分野は各々10%に満たないという結果である。
これは地域別にみても同様である。
ただし，学科別では経営情報学科では，「娯楽 （芸能）」分野への注目度が他より高く72.0%
を占めていることが特徴である。（図6参照）
図6 テレビの視聴分野（単位：%）
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4.行動形態別情報入手方法
(1) 日用品購入
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食品など身の回りの品を買う場合，事前にどの様な所から情報を入手するかを聞くと，全体
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では，「折込広告等のチラシjとする回答が54.0%と過半数を占め，ついで 「家族 ・友人 ・知
人等の情報」が17.0%となっており，日用品を購入する場合の情報入手先としてチラシや身近
な人聞から情報を得ていることがわかる。これらは，地域別にも学科別にも大差ない結果であっ
た。（図7参照）
図7 行動形態別情報入手方法（日用品購入） （単位．%）
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旅行をする場合，事前にどんな所から情報を入手するのかを見ると，全体では，「情報専門誌」
37. 0%，ついで 「家族・友人・知人等の情報」が29.0%，「新聞広告」 が11.0%の順となって
いる。これを見ると旅行に関しては，情報専門誌（旅行案内書等）を頼るか又は， 家族や友人
等からの情報をも頼りにしていることがわかる。（図8参照）
図8 行動形態別情報入手方法（旅行）（単位・ %）
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(3）買廻り品購入
買廻り品いわゆる高額商品等を購入する場合の情報入手先を見ると全体では，「家族 ・友人 ・
知人等の情報」が32.0%と第1位を占めている。次いで「週間・月刊誌等の雑誌」が20.0%,
「情報専門誌J17. 0%とつづいている。買廻り品になると家族や友人ばかりではなく雑誌，専
門雑誌等の多様な情報入手先を選択している事がわかる。 こうした傾向は地域別にみても，学
科別にみても大差はない。（図9参照）
図9 行動形態別情報入手方法 （買回り品購入） （単位： %）
1週間月｜；族友 I－~：~~__l~~＝：c li：：：告「 ｜プポ ｜ テレ＼｜切関誌等の ｜ ・知人 ｜ I 1, I チラ ｜ 誌 ｜ 一等 ｜広告 ｜ 雑誌 ｜等の情報 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 
＊合 計巨三三20三三＝ 32 k~~！欄 11 l lllllllllX:\IIIIIII~ 
札幌市地域 匡三三18三三ヨ
札幌市以外の地域 医三三三21三三三ヨ
＊合 計＊巨三三20三三ヨ
服飾美術学科 医三三20三三ヨ
工芸美術学科 医三三三23＝＝＝＝＝＝＝ヨ
保健体育科 医三三三21三三三弓
初等教育科 崖主主
経営情報科 E三三18三三弓
33 医~
盛S窒S
~ 
E闘
騒蕊：
応~
際~l-5_ミミミ
ι~ 
31 
32 
36 
26 
26 
38 
36 
(4) アルバイ ト口
アルバイトの口を探す場合の情報の入手先を見ると全体では， 39%，約4割が 「情報専門誌」
（アルバイト紹介専門誌等）を利用しており，次いで26.0%の人が 「家族・友人・知人等の情
図10 行動形態別情報入手方法 （アルバイトロ）（単位 ：%）
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報」を利用していることがわかる。
この結果からアJレバイトに関しては，アルバイト口を専門にする雑誌が情報入手先と して大
きな位置を占めていることがわかる。
地域別にみると札幌市地域では，49%を占めている「情報専門誌jは，札幌市地域以外では
30%に縮小し，代わって「家族・友人・知人等の情報」のウェイトが札幌市地域13%に対して
37%を約2.8倍の比率に拡大するという特徴を見せている。
また， 札幌市地域では，雑誌と専門誌からの情報ウェイトが高く， 家族・友人等のウェイト
が低いという特徴を示している。この札幌市地域以外の特徴を強く示している学科は，保健体
育科，初等教育学科である。（図10参照）
(5）催物
催物や映画の情報を探す場合の情報入手先を見ると，全体では， 「新聞広告jが34.0%と高
い比率を占め，次いで 「週間 ・月刊誌等の雑誌Jが19.0%，「テレビ広告」 15.0%，「情報専門
誌」14.0%の順となっている。
地域別にみると札幌市地域では 「新聞広告」 が42%を占めるのに対しその他の地域では，そ
の比率は28%を占めるに過ぎない。つまり，他の地域では「テレビ広告J，「情報専門誌」，「週
間・月刊誌の雑誌」と多様な情報源から催物情報を入手していることがわかる。（図11参照）
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E 考察
1.テレビと新聞
学生の社会の動向に対する窓口と大きな位置を占めているのは，テレビという映像メディア
である。それに対して新聞の占める位置は，この調査の意識の上では， 約2割を占めるに過ぎ
ないという結果であった。
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この社会への接点としてのテレビの影響は圧倒的な力を持っていることがこの結果から推定
できる。しかし，その中身を見るとほとんど毎日， 夕方から深夜までダラダラと漫然と見てお
り，内容は娯楽や芸能に興味が集中していることがわかる。
これに対して情報の入手先としての新聞は，購読者が約6割となっており，逆に約3割強の
人は購読していないことになる。多少の調査誤差は考慮にいれでも情報入手先としての新聞は
絶対的な位置にあるとは言えないであろう。そして注目記事内容の過半はテレビ・ラジオ番組
紹介欄である所にその証左が見出される。その番組紹介欄を除いてみても次にく るのはスポー
ツ番組である。つまりは， テレビを見るのに必要な番組情報源として新聞を「活用Jしている
のが明らかに読み取れる調査結果であった。しかし，催物情報の入手先としては，依然高い位
置にある。
2.行動と情報
調査結果からすると，自らの行動を決定する際の情報をどの様に入手しているかをみると旅
行， 買廻り品購入， アルバイト口等では，家族・友人等の身近な人々からのいわゆる口コミ情
報を頼りにしている比率が高い。それに対して日用品購入や催物情報の入手については，その
比率は縮小する。
情報専門誌の利用は，旅行，アルバイト口探しに多く利用され， その分野における社会的機
能も大きくなっていることがわかる。
そうした中でテレビ広告への評価は，主に催し物情報に利用しておりこの調査では商品購入
情報にはあまり活用されていないことがわかる。また，日用品購入に関しては，折込広告等の
チラシが非常に有効であることがこの調査は示唆している。
3.情報と地域
この調査では，札幌市地域とそれ以外の地域に分けて分析している。このことの意味は都市
部とそれ以外の地域とに情報流通や利用方法に差異があるかという仮説を検証することにあっ
Tこ。
結果を見ると，社会動向の窓口としての機能の評価は差がない。また，テレピラジオの情報
機器についてのそれにも大差はない。
しかし，行動を決定する際の情報利用には若干の差異がみられる。たとえば，催し物の情報
入手先として都市部では新聞の利用が4割を占めているに対し，その他の地域では，新聞以外
の情報専門誌，テレビ，雑誌等多様化していることである。
また，旅行の情報は，都市部では情報専門誌が大きな比率を占め，家族 ・友人等の占める比
率は比較的小さい。 これに対してその他の地域では，家族，友人等の口コミ情報と情報専門誌
は，ほほヨ同じ比率を占めている。 この理由は，旅行という行動を起こす際に，家族や友人等と
一緒に行動しようという動機が強く働くからであろう。口コミ情報等が伝わり易い密度の高い
人間関係が都市部より根強く存在していることの反映であろう。
そうした反映は，アルバイ ト口を探す際にも明確にあらわれており，都市部では，いわゆる
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口コミ情報は13%に過ぎないがその他の地域では37%に拡大することからも分かる結果であっ
た。こうしたことから情報の流通や利用方法には，若干の地域差があることになり，それは，
情報の送り手と受け手の距離の長短と信頼度に関係しており，換言すればいわゆる口コミ等の
人間関係依存型情報を重視するか情報専門誌等の活字・客観型情報を重視するかの差異とも言
えよう。
それは，都市部では豊富な情報誌が発行され， 広く利用されている事と逆にその他の地域で
は，その普及と利用が進んでおらず昔ながらの口コミを利用していることの反映ともいえよう。
（以上）
